














そのテーマ 1名に (ll)を付けたのは，当人が第9号の論文中で分担した 1節のテーマ名をそのままひ
きついだからである。なお，石田頼房助教授の連載論文は，今回の特集テーマに直接かかわるものでは
ないが，東京ないしわが国の都市計画の発展について丹念な歴史的研究をすすめるもので， まさしく基
礎研究と言うにふさわしいものである。
本号で，本誌は発刊4年の歴史をきざんだことになる。その最後にあたる本号が，現在の切実な問題
である多摩ニュータウンの形成展開について理論研究の立場からするアプローチと， 同時に，現在カレ
ントな問題ではないとしても東京ないし都市を正確に理解するものに不可欠な基礎研究と，二つの型の
研究報告の成果を掲載できた。このことを改めて知ると，都市研究センターも，本誌も，その目的の方
向に動きつつあると言ってよいのではないかと思われる。これをさらに確実で迅速なものにしてゆくこ
とが，つぎに来る年へのわれわれの課題である。それとともに， その動きがよりよくできるように諸方
面から援助と激励が与えられるよう，望んでやまない。
